
（令和8年10月1日発行）

No.
１０月号

豊里公民館だより 発行：豊里コミュニティ推進協議会 〒 ９８７－０３６２ 宮城県登米市豊里町小口前８０番地 TEL ０２２５－７６-2２３７ FAX ０２２５－７６－１９４６

日 時 行事内容 場 所

６日(火) 10時00分 骨盤ストレッチ④ 公民館 柔道場

１１日(日) 9時00分 囲碁・将棋サークル⑦ 公民館 研修室

１７日(土) 9時00分 わくわく社会体験③ Go to ファーム

１７日(土) 10時00分 子どもお菓子づくり教室 公民館 中ホール

１９日(月) 8時50分 シニアいきいきセミナー④ 移動研修 大和町方面

６、１３、２０、２７日 パソコン教室①②③④ 視聴覚センター

登米市から、市内３病院と

１診療所の再編統合に向け、

豊里病院を無床化し、令和９

年４月１日に診療所に移行す

る方針が示されました。

市が開催した住民説明会で

は、地域住民からさまざまな

意見が出されましたが、市民

の生命・安心安全を守るため

には、持続可能な病院経営を

行っていく必要があることな

どの説明を受け、方針につい

て一定の理解が進みました。

その一方で、無床化に伴っ

て地域住民が感じる不便や不

安もあることから、豊里コミュ

ニティ推進協議会では、今後

も安心して医療を受けられる

体制の確保に向け、地域の声

を取りまとめました。

住民説明会で出された意見

に加え、各町内会長を通じて

各地区から寄せられた意見を

集約し、総務部会で内容を協

議しながら、無床診療所化後

の医療や生活に対する不安・

不便の解消に向けた８項目を

盛り込んだ要望書を作成しま

した。要望の詳しい内容は、

下記のとおりです。

８月２８日、豊里コミュニティ

推進協議会から登米市長へ要望

書を、登米市議会議長へ請願書

を提出しました。

今回の要望書・請願書は、豊

里病院の無床診療所化そのもの

について意見を述べることを目

的としたものではなく、無床化

に伴って地域住民が感じている

具体的な不便や不安の解消に向

け、今後必要となる医療等の提

供体制について、関係機関に対

応を求めるものです。

なお、令和９年４月の診療所

移行前までに回答をいただける

ようお願いしており、回答につ

いては、改めて公民館だよりな

どを通じてお知らせします。

登米市長へ要望書を提出

登米市議会議長へ請願書を提出



ゴロンと寝転んだり、ちょっ

と廊下で遊んだり。子ども

たちがリラックスして楽し

める映画上映会「みんなで

シネマ～ファミリー上映会

～」を９月６日に開催し、

親子１２組が参加しました。

上映作品は「映画 ざんね

んないきもの事典」。

会場にはカーペットと椅

子を設置。寝転んだり、好

きな姿勢で座ったり、途中

で廊下へ出て気分転換した

りと、子どもたちはそれぞ

れのペースで映画を満喫し

ました。上映後には、普段

とは違う中ホールのステー

ジで遊ぶ子どもたちの姿も。

映画だけでなく、公民館で

の時間も楽しんでいる様子

が見られました。

参加者からは「小さい子

どもも連れていきやすかっ

た」「楽しく鑑賞できた」

などの声が寄せられ、好評

でした。これをきっかけに、

また公民館に遊びに来てい

ただければ嬉しく思います。

みんなで映画の世界へ♪
ゴロンと寝転んで鑑賞中

ステージに興味深々✨

９月１１日、第２回目と

なる「シニアいきいきセミ

ナー」の学習会を開催しま

した。

今回は、豊里総合支所・

管理栄養士の庄司美咲さん

を講師に迎え、災害時の食

事や備えについてのお話を

聞いた後、ポリ袋を使った

「パッククッキング」の実

演を見学しました。

今回作ったのは「切り干

し大根のケチャップ煮」。

材料をポリ袋に入れて、空

気を抜いて結び、湯せんす

るだけの調理法に参加者の

皆さんも興味津々。「これ

なら自分でもできそう」と、

実演を見ながら手順を確認

する姿も見られました。

試食では「切り干し大根

のケチャップ煮」と「豚肉

とキャベツの辛みそ炒め」

を味わいました。

参加者からは「いざとい

うときのために覚えておき

たい」「簡単なのに美味し

い」などの声も聞かれ、災

害時だけでなく、普段の食

事にも活用できる調理法を

知る機会となりました。

食を通して防災について

考える、実りある学習会と

なりました。「普段の食事にも使えそう」と大好評！

ポリ袋で簡単！パッククッキングの実演


